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第３回定例会の
主な日程

議
員
提
出

○
茨
城
県
水
源
地
域
保
全
条
例 

ほ
か
六
件

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
一
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
二
件
）

◆
条
例
の
制
定

○
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き
指
定

猟
法
禁
止
区
域
等
を
表
示
す
る
標

識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例ほ

か
一
件

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
い
ば
ら
き
量
子
ビ
ー
ム
研
究
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
茨
城
県
環
境
影
響
評
価
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
医
師
修
学
資
金
貸
与
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

ほ
か
六
件

◆
そ
の
他

○
地
方
自
治
法
第
一
七
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分

に
つ
い
て

ほ
か
九
件

◆
保
健
福
祉
委
員
会

○
茨
城
の
子
ど
も
た
ち
を
放
射

能
か
ら
守
る
対
策
を
求
め
る

請
願

採
択
さ
れ
た
請
願

◆
文
教
警
察
委
員
会

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

請
願

○
茨
城
の
子
ど
も
た
ち
を
放
射

能
か
ら
守
る
対
策
を
求
め
る

請
願

 

地
方
分
権
に
よ
る
豊
か
さ
の
実
現

議
員　

地
方
に
力
が
な
い
た
め
に
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
づ
く
り
が

で
き
な
い
。
国
は
、
子
ど
も
手
当
な

ど
で
費
用
負
担
の
一
部
を
押
し
付
け
、

地
方
の
自
律
性
を
損
ね
て
き
た
。
道

州
制
な
ど
新
た
な
枠
組
み
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
地
方
分
権
に
よ
る
豊

か
さ
の
実
現
の
た
め
、
い
か
に
国
と

渡
り
合
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

国
の
地
域
主
権
改
革
は
道
半

ば
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

税
財
政
制
度
に
つ
い
て
も
、
国
の
財

政
再
建
に
重
点
が
置
か
れ
る
懸
念
が

あ
り
、監
視
が
必
要
で
あ
る
。
権
限
・

財
源
が
し
っ
か
り
地
方
に
移
譲
さ
れ

れ
ば
、
都
道
府
県
の
規
模
で
も
地
方

分
権
は
実
現
で
き
る
と
考
え
る
が
、

今
後
と
も
、
地
方
分
権
に
よ
る
豊
か

さ
の
実
感
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

 

農
林
水
産
業
の
復
興

議
員　

昨
年
、
国
は
、
原
発
事
故
の

収
束
を
宣
言
し
た
が
、
放
射
性
物
質

に
よ
る
出
荷
制
限
や
風
評
被
害
な
ど

深
刻
な
状
態
が
続
い
て
い
る
。
大
震

災
や
竜
巻
、
降
ひ
ょ
う
な
ど
相
次
ぐ

災
害
に
よ
っ
て
、
本
県
農
業
の
地
位

の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
。
い
か
に
農

林
水
産
業
の
復
興
を
図
る
の
か
。

知
事　

農
林
水
産
物
の
徹
底
検
査
と

迅
速
で
わ
か
り
や
す
い
結
果
公
表
に

努
め
る
。
ま
た
、
商
談
会
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
に
よ
る
販
路
開
拓
を

図
る
ほ
か
、
十
一
月
に
銀
座
に
オ
ー

プ
ン
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
復

興
い
ば
ら
き
県
民
ま
つ
り
に
お
い
て

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
す
る
。
引
き

続
き
、
生
産
と
販
売
の
両
面
か
ら
支

援
し
、
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
。

 

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

議
員　

い
じ
め
を
防
ぐ
に
は
、
注
意

深
い
観
察
に
よ
っ
て
、
子
供
達
の
心

の
動
き
や
背
景
に
あ
る
病
理
を
い
ち

早
く
察
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
供
達
が
自
律
的
に
い
じ
め
に
向
か

わ
な
い
よ
う
、
未
然
防
止
の
環
境
づ

く
り
も
重
要
で
あ
る
。
い
じ
め
問
題

の
認
識
と
そ
の
効
果
的
な
対
応
策
は
。

教
育
長　

い
じ
め
は
児
童
生
徒
の
問

題
行
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
犯
罪
行
為

に
該
当
す
る
場
合
も
あ
り
、
絶
対
に

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
認
識
し

て
い
る
。
九
月
補
正
に
よ
り
、
い
じ

め
問
題
緊
急
対
策
事
業
を
創
設
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
ネ
ッ
ト
目
安
箱

の
開
設
や
い
じ
め
解
消
サ
ポ
ー
タ
ー

の
小
中
学
校
へ
の
派
遣
、
教
員
の
研

修
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
む
。

 
地
域
医
療
再
生
計
画
の
推
進

議
員　

筑
西
・
下
妻
医
療
圏
の
新
中

核
病
院
の
整
備
は
、
地
域
医
療
再
生

計
画
の
柱
と
な
る
も
の
だ
が
、
事
業

推
進
の
た
め
に
は
、
県
の
担
う
役
割

が
大
き
い
。
国
と
の
交
渉
や
連
携
す

る
大
学
と
の
橋
渡
し
な
ど
の
技
術
的

助
言
が
不
可
欠
で
あ
る
。
新
中
核
病

院
の
必
要
性
と
そ
の
実
現
方
策
は
。

知
事　

こ
の
地
域
に
急
性
期
医
療
の

機
能
を
有
し
、
医
科
大
学
か
ら
の
継

続
的
な
医
師
派
遣
が
見
込
め
る
新
中

核
病
院
は
必
要
。
実
現
に
向
け
て
、

地
元
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
し

っ
か
り
対
応
し
て
い
く
。
医
師
確
保

の
た
め
の
調
整
や
整
備
・
運
営
財
源

の
確
保
な
ど
の
協
力
・
助
言
を
行
う
。

必
要
に
応
じ
て
、
地
域
医
療
再
生
計

画
の
計
画
変
更
や
期
間
延
長
を
国
に

働
き
か
け
る
な
ど
支
援
し
て
い
く
。

 

建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進

議
員　

県
内
公
立
小
中
学
校
の
耐
震

化
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
三
位
で
、
倒

壊
な
ど
の
危
険
性
が
高
い
も
の
が
約

二
百
棟
も
あ
る
。
新
耐
震
基
準
を
満

た
さ
な
い
建
物
が
多
い
こ
と
も
問
題

で
あ
る
。
小
中
学
校
や
県
有
施
設
、

民
間
建
築
物
の
耐
震
化
を
い
か
に
進

め
る
の
か
。

知
事　

小
中
学
校
の
耐
震
化
率
百
%

を
目
指
し
て
さ
ら
に
努
力
す
る
よ
う
、

市
町
村
に
働
き
か
け
る
。
県
有
施
設

の
改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
す
と

と
も
に
、
国
の
有
利
な
起
債
な
ど
を

活
用
し
、
一
日
も
早
い
耐
震
化
の
完

了
を
目
指
す
。
民
間
建
築
物
の
耐
震

化
の
促
進
に
繋
が
る
よ
う
、
耐
震
化

助
成
制
度
や
耐
震
化
の
効
果
の
一
層

の
周
知
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
産
業
立
地
の
推
進
に
よ

る
経
済
の
活
性
化
、
業
務
継
続
計
画

の
策
定
な
ど
も
質
問
）

田所　嘉徳 議員
いばらき自民党
筑 西 市 選 出  
分割方式

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か
ら
分
割

方
式
が
導
入
さ
れ
、
議
員
は
い
ず
れ
か
の
質

問
方
式
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
一
括
方
式

　

県
政
課
題
等
の
項
目
を
一
括
し
て
質
問
し
、

一
括
し
て
答
弁
を
求
め
る
質
問
の
方
式
。

○
分
割
方
式

　

県
政
課
題
等
の
項
目
ご
と
に
質
問
を
行
い
、

そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め
る
質
問
の
方
式
。 

質
問
方
式
に
つ
い
て

東日本大震災復興・元気ないばらきづくり
調査特別委員会を開催し、調査を行いま
した。

耐震化が完了した県立笠間高校

９
月
12
日（
水
）

　

田た
ど
こ
ろ所　

　

嘉よ
し
の
り徳

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

青あ
お
や
ま山　

　

大や
ま
と人

（
民　
　

主　
　

党
）

９
月
13
日（
木
）

　

江え

だ田　
　

隆た
か
の
り記

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

田た
む
ら村　

け
い
子こ

（
公　
　

明　
　

党
）

●
質
問
者

可
決
さ
れ
た

主
な
議
案

○
茨
城
の
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か

ら
守
る
た
め
に
原
発
事
故
子
ど
も
・

被
災
者
支
援
法
に
基
づ
く
適
切
な

対
応
を
求
め
る
意
見
書

○
李
明
博
韓
国
大
統
領
の
言
動
に
抗

議
し
、
政
府
に
対
韓
国
外
交
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書

○
中
国
に
お
け
る
邦
人
・
日
系
企
業

等
の
保
護
と
わ
が
国
の
領
土
・
主

権
の
護
持
に
関
す
る
意
見
書

○
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
と
り
わ
け
「
脱

法
ハ
ー
ブ
」
に
対
す
る
早
急
な
規

制
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

○
最
終
処
分
場
選
定
過
程
の
透
明
性

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書

可
決
さ
れ
た

（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

代表質問（要旨）

　平成24年第3回定例県議会は、以下の
会期日程で開催されました。

■９月７日（金）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■９月12日（水）　 本　　会　　議
　　　13日（木） （代表質問・質疑）
■９月14日（金）　 本　　会　　議
　　　18日（火） （一般質問・質疑）
　　　19日（水）
■９月20日（木）　 常 任 委 員 会
　　　21日（金）
■９月24日（月）　 本　　会　　議
（予算関係議案常任委員長報告等）

■９月25日（火）　 決算特別委員会
■９月26日（水）　 予算特別委員会
■９月27日（木）　 調査特別委員会

■９月28日（金）　 本　　会　　議
（委員長報告、採決、閉会）

（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）


